
(57)【要約】

【課題】　有機性被処理物の各種処理工程において，脱

水後の含水率を低減し，乾燥時間を短縮し，あるいは熱

分解ガスの発生を容易にすると共に，有機性被処理物を

低コストで処理することが可能な有機性被処理物の処理

方法を提供する。

【解決手段】　有機性被処理物を脱水，及び乾燥処理す

るための有機性被処理物の処理方法であって，前記有機

性被処理物質には，繊維化された有機性物質が混合され

ている，ことを特徴とする有機性被処理物の処理方法が

提供される。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 機 性 被 処 理 物 を 脱 水 ， 及 び 乾 燥 処 理 す る た め の 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 で あ っ て ，
前 記 有 機 性 被 処 理 物 質 に は ， 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ て い る ，
こ と を 特 徴 と す る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 有 機 性 物 質 は ,エ ク ス ト ル ー ダ に よ り 繊 維 化 さ れ る ， こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 は ， さ ら に ， 前 記 乾 燥 処 理 後
に ， 熱 分 解 処 理 さ れ る ， こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 有 機 性 被 処 理 物 の 処
理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 有 機 性 物 質 は ， 藁 ， 竹 あ る い は 木 質 材 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も い ず れ か 一 つ で あ
る ， こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ あ る い は ３ 項 の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 性 被 処
理 物 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 有 機 性 被 処 理 物 は ， 下 水 あ る い は 廃 水 処 理 に お い て 発 生 す る 汚 泥 ， ま た は 家 畜 の 糞
尿 で あ る ， こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ あ る い は ４ 項 の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の
有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 有 機 性 被 処 理 物 は ， 前 記 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 を 混 合 す る 際 に は ， 凝 集 剤 に よ り
凝 集 分 離 さ れ て 所 定 水 分 以 下 と な る よ う に 前 処 理 さ れ て い る ， こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
， ２ ， ３ ， ４ あ る い は ５ 項 の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 に 関 し ， さ ら に 詳 細 に は ， 有 機 性 被 処 理 物 を 脱 水
， 及 び 乾 燥 処 理 す る た め の 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 に お い て は ， 下 水 ， 廃 水 処 理 に お い て 発 生 す る 汚 泥 ， 畜 舎 用 敷 料 な ど の 有 機 性 被 処 理
物 を 脱 水 し て 乾 燥 し た 後 ， そ の 乾 燥 物 を 熱 分 解 処 理 し て ， 有 機 性 被 処 理 物 の 分 解 に よ り 発
生 す る ガ ス を 利 用 し て エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る シ ス テ ム が 知 ら れ て い る 。 か か る シ ス テ ム に
お い て ， 畜 舎 用 敷 料 や 汚 泥 な ど の 水 分 を 吸 収 し て 有 機 性 被 処 理 物 の 脱 水 処 理 や 熱 分 解 処 理
を 容 易 に す る た め に ， 例 え ば 古 紙 を 水 中 に て 解 砕 し た も の ， 籾 殻 ， あ る い は 鋸 屑 な ど を 畜
舎 用 敷 物 や 有 機 性 被 処 理 物 （ 例 え ば ， 汚 泥 ） に 加 え る こ と が お こ な わ れ て い る （ 例 え ば ，
特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ０ － ２ ６ ３ ０ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら ， 古 紙 に は 無 機 質 分 が 約 ５ ０ ％ 程 度 含 ま れ て い る た め ， 有 機 性 被 処 理 物 を
ガ ス 化 し て そ の エ ネ ル ギ ー を 利 用 す る の に 不 都 合 が 生 じ る ， と い う 問 題 が あ る 。 ま た ， 籾
殻 は ， 熱 分 解 処 理 す る 際 の 分 解 が 困 難 で あ る ， と い う 問 題 が あ る 。 さ ら に ， 鋸 屑 は 生 産 性
が 悪 い た め 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 コ ス ト が 高 く な る ， と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て ， 本 発 明 の 目 的 は ， 有 機 性 被 処 理 物 の 各 種 処 理 工 程 に お い て ， 脱 水 後 の 含 水
率 を 低 減 し ， 乾 燥 時 間 を 短 縮 し ， あ る い は 熱 分 解 ガ ス の 発 生 を 容 易 に す る と 共 に ， 有 機 性

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-296775 A 2005.10.27



被 処 理 物 を 低 コ ス ト で 処 理 す る こ と が 可 能 な 新 規 か つ 改 良 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方
法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に お い て は ， 有 機 性 被 処 理 物 を 脱 水 ， 及
び 乾 燥 処 理 す る た め の 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 で あ っ て ， 前 記 有 機 性 被 処 理 物 質 に は ，
繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ て い る ， こ と を 特 徴 と す る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法
が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 記 載 の 発 明 で は , 有 機 物 被 処 理 物 に は フ ァ イ バ ー 化 （ 繊 維 化 ） さ れ た 有 機 性 物 質 が 添
加 さ れ て い る の で ， 有 機 性 被 処 理 物 の 強 度 を 増 す こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り ， 有 機 性
被 処 理 物 の 脱 水 工 程 に お い て 圧 搾 圧 力 を 高 め た 運 転 が 可 能 と な る の で ， 低 含 水 率 の 脱 水 ケ
ー キ を 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 さ ら に ， 例 え ば ， ベ ル ト プ レ ス 型 脱 水 機 を 使 用 す る 場 合
に は ， 板 状 の 脱 水 ケ ー キ が 繊 維 の 復 元 作 用 に よ り バ ラ バ ラ と な っ て ， 脱 水 ケ ー キ の 表 面 積
が 大 き く な る の で ， 脱 水 処 理 の 次 工 程 で あ る 乾 燥 処 理 工 程 に お い て ， ケ ー キ の 乾 燥 時 間 を
短 縮 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た ， 前 記 有 機 性 物 質 は ,エ ク ス ト ル ー ダ に よ り 繊 維 化 さ れ る ， 如 く 構 成 す れ ば ， 藁 ，
竹 な ど の 有 機 性 物 質 の 繊 維 が 強 く 腐 食 が 難 し い も の で あ っ て も ， （ ス ク リ ュ ー ） エ ク ス ト
ル ー ダ に よ り 高 圧 ， 高 温 下 で 有 機 性 物 質 が 繊 維 化 さ れ る の で ， 有 機 性 物 質 は 容 易 に 腐 食 さ
れ る よ う に な る 。 こ の 結 果 ， ケ ー キ 乾 燥 後 に 熱 分 解 処 理 を お こ な う 場 合 に も ， 有 機 性 被 処
理 物 と 共 に 有 機 性 物 質 の 熱 分 解 処 理 を 効 率 的 に お こ な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た ， 前 記 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 は ， さ ら に ， 前 記 乾 燥
処 理 後 に ， 熱 分 解 処 理 さ れ る ， 如 く 構 成 す れ ば ， 例 え ば ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ に よ り
高 圧 ， 高 温 下 で 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 は 腐 食 さ れ て い る の
で ， 熱 分 解 処 理 に お い て 容 易 に ガ ス 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た ， 前 記 有 機 性 物 質 は ， 藁 ， 竹 あ る い は 木 質 材 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も い ず れ か 一
つ で あ る ， 如 く 構 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た ， 前 記 有 機 性 被 処 理 物 は ， 下 水 あ る い は 廃 水 処 理 に お い て 発 生 す る 汚 泥 ， ま た は 家
畜 の 糞 尿 で あ る ， 如 く 構 成 す る の が 好 ま し い 。 な お ， 例 え ば ,家 畜 の 糞 尿 な ど を 処 理 す る
場 合 に は ， 藁 敷 物 が 混 在 し て い る の で ， 家 畜 の 糞 尿 な ど を 直 接 ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ
ー に 投 入 す る こ と に よ り 藁 敷 物 を 繊 維 化 す る こ と が で き る 。 さ ら に ， 家 畜 の 糞 尿 は ， 汚 泥
な ど と 比 較 し て 水 分 が 少 な い の で 固 液 分 離 工 程 を 省 略 す る こ と が で き ， 藁 敷 物 が 既 に 混 在
し て い る こ と か ら 混 合 工 程 も 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た ， 前 記 有 機 性 被 処 理 物 は ， 前 記 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 を 混 合 す る 際 に は ， 凝 集 剤
に よ り 凝 集 分 離 さ れ て 所 定 水 分 以 下 と な る よ う に 前 処 理 さ れ て い る ， 如 く 構 成 れ ば ， 繊 維
化 さ れ た 有 機 性 物 質 を 混 合 し た 後 の 工 程 で あ る 有 機 性 被 処 理 物 の 脱 水 処 理 工 程 に お い て ，
よ り 低 含 水 率 の 脱 水 ケ ー キ を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う に ,例 え ば ， 下 水 あ る い は 廃 水
処 理 に お い て 発 生 す る 汚 泥 な ど は ， 多 量 の 水 分 を 含 有 し て い る た め ， 凝 集 分 離 （ 固 液 分 離
） し て か ら ， 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 を 混 合 す る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に お い て は ， 有 機 物 被 処 理 物 に は フ ァ イ バ ー 化 （ 繊 維 化 ） さ れ た 有 機 性 物 質 が 添 加
さ れ て い る の で ， 有 機 性 被 処 理 物 の 強 度 を 増 す こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り ， 有 機 性 被
処 理 物 の 脱 水 工 程 に お い て 圧 搾 圧 力 を 高 め た 運 転 が 可 能 と な る の で ， 低 含 水 率 の 脱 水 ケ ー
キ を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に ， 脱 水 処 理 の 次 工 程 で あ る 乾 燥 処 理 に お い て ， ケ ー キ の 乾
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燥 時 間 を 短 縮 で き る 。 さ ら に ， 例 え ば ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ に よ り 高 圧 ， 高 温 下 で ，
繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 を 含 有 す る 有 機 性 被 処 理 物 は 容 易 に 腐 食 さ れ て い る の で ， 熱 分 解
処 理 に お い て 有 機 性 被 処 理 物 と 共 に 有 機 性 物 質 を 容 易 に ガ ス 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
な お ， 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は
， 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 第 1の 実 施 の 形 態 ）
　 ま ず ， 図 １ 及 び 図 ２ に 基 づ い て ， 第 １ の 実 施 の 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法
に つ い て ， 説 明 す る 。 な お ， 図 １ は ， 第 １ の 実 施 の 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方
法 で 使 用 さ れ る 装 置 設 備 １ ０ を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ は ， 第 １ の 実 施 の 形 態 に か か
る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 な お ， 本 実 施 形 態 に か か る 有
機 性 被 処 理 物 は ， 下 水 あ る い は 廃 水 処 理 に お い て 発 生 す る 汚 泥 な ど の 水 分 を 多 量 に 含 む 有
機 性 被 処 理 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 で 使 用 さ れ る 装 置 設 備 １ ０ は ， 図 １ に 示 す
よ う に ,水 分 を 多 く 含 有 す る 有 機 性 被 処 理 物 を 固 液 分 離 す る た め の 固 液 分 離 装 置 １ ０ ０ ，
有 機 性 物 質 を 繊 維 化 す る た め の 繊 維 化 装 置 ２ ０ ０ ,有 機 性 被 処 理 物 と 繊 維 化 さ れ た 有 機 性
物 質 と を 混 合 す る た め の 混 合 装 置 ３ ０ ０ ， 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被
処 理 物 を 脱 水 処 理 す る た め の 脱 水 装 置 ４ ０ ０ ， 脱 水 処 理 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 を 乾 燥 処 理
す る た め の 乾 燥 装 置 ５ ０ ０ ， 乾 燥 し た 有 機 性 被 処 理 物 を 熱 分 解 処 理 す る た め の 熱 分 解 装 置
７ ０ ０ な ど か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 固 液 分 離 装 置 １ ０ ０ は ， 水 分 を 多 量 に 含 有 す る 有 機 性 被 処 理 物 （ 例 え ば ， 汚 泥 ） に 凝 集
剤 を 加 え 攪 拌 し て ， そ の 凝 集 汚 泥 を 分 離 す る 装 置 で あ る 。 凝 集 剤 が 加 え ら れ た 汚 泥 は ,例
え ば ろ 布 上 に 投 入 し て ， 重 力 脱 水 法 に よ り 固 液 分 離 す る こ と が で き る 。 な お ， か か る 固 液
分 離 工 程 （ 重 力 脱 水 工 程 ） に お い て は ， 凝 集 汚 泥 な ど の 水 分 を 出 来 る だ け 除 去 す る の が 好
ま し い 。 そ の 後 ,次 工 程 で あ る 混 合 工 程 に お い て ， 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 を 添 加 す る こ
と に よ り ， 脱 水 処 理 工 程 に お い て 低 含 水 率 の 脱 水 ケ ー キ が 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 方 ,繊 維 化 装 置 ２ ０ ０ は ， 藁 ， 竹 あ る い は 木 質 材 な ど の 有 機 性 物 質 を ， 例 え ば ２ ｍ ｍ 以
上 の 長 さ の 繊 維 状 に フ ァ イ バ ー 化 す る 装 置 で あ る 。 有 機 性 物 質 の 繊 維 化 装 置 と し て ， 例 え
ば ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ を 使 用 す る の が 好 ま し い 。 即 ち ,従 来 に お い て は ,
竹 ， 藁 あ る い は 木 材 質 な ど は ， 強 固 な 繊 維 で 構 成 さ れ て い る た め ， 腐 食 が 困 難 で あ っ た 。
本 実 施 形 態 に お い て は ， ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ を 使 用 し て ， 竹 ， 藁 あ る い は 木 材 質 な
ど の 有 機 性 物 質 は 高 圧 ， 高 温 下 で 繊 維 化 さ れ る の で ， 容 易 に 腐 食 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お ， ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ は ， ス ク リ ュ ー に て 材 料 を （ 加 熱 し て ） 押 し 出 す こ と に
よ り ， ペ レ ッ ト 状 ， 繊 維 状 の 形 状 に す る 装 置 で あ る 。 か か る ス ク リ ュ ー の 調 整 を お こ な う
こ と で ， 有 機 性 物 質 を 繊 維 化 す る こ と が で き る 。 ま た ， ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ は ， 一
軸 式 ス ク リ ュ ー と 二 軸 式 ス ク リ ュ ー の も の が 現 存 す る が ， ど ち ら の 場 合 で あ っ て も 使 用 す
る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 に か か る ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ に お い て は ， 例 え ば ２ 軸
式 の ス ク リ ュ ー で 高 圧 で 竹 ， 藁 あ る い は 木 材 質 な ど の 有 機 性 物 質 を 押 し 出 す と 共 に ,大 量
の 熱 が 発 生 す る の で ， 竹 ， 藁 あ る い は 木 材 質 な ど の 有 機 性 物 質 は ， そ れ 自 体 の 水 分 に よ り
水 蒸 気 爆 発 を 起 こ し て ， 繊 維 化 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に ， ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ に よ り 有 機 性 物 質 を 繊 維 化 す る 場 合 に は ， 藁 ， 竹
あ る い は 木 材 質 な ど の 有 機 性 物 質 の 繊 維 が 強 く 腐 食 が 困 難 な も の で あ っ て も ， 高 圧 ， 高 温
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を 受 け て 繊 維 化 さ れ る の で ， 容 易 に 腐 食 さ れ る よ う に な る 。 こ の 結 果 ， ケ ー キ 乾 燥 後 に 熱
分 解 処 理 を お こ な う 場 合 に 効 率 的 に ガ ス 化 が お こ な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
混 合 装 置 ３ ０ ０ は , 有 機 性 被 処 理 物 と 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 と を 混 合 す る 装 置 で あ る 。
か か る 混 合 装 置 は ,既 知 の 混 合 装 置 を 使 用 で き る ほ か ,人 的 作 業 に よ り 混 合 す る こ と も 可 能
で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は ， 上 記 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 （ 例 え ば ， 竹 ， 藁 あ る い は
木 材 質 な ど ） を 有 機 性 被 処 理 物 （ 例 え ば ， 汚 泥 ） に 混 合 す る の で ， 有 機 性 被 処 理 物 （ 例 え
ば ， 汚 泥 ） の 強 度 を 増 す こ と が で き る
【 ０ ０ ２ ２ 】
脱 水 装 置 ４ ０ ０ は ， 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 を 脱 水 処 理 す る
装 置 で あ る 。 例 え ば ， 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 を ろ 布 の 上 に
積 載 し ， さ ら に そ の 有 機 性 被 処 理 物 上 に ろ 布 を 重 ね て 圧 力 を 加 え る こ と に よ り 圧 搾 し て ，
有 機 性 被 処 理 物 の 脱 水 処 理 を お こ な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 実 施 形 態 に お い て は ， 有 機 性 被 処 理 物 （ 例 え ば ， 凝 集 汚 泥 ） に は ， 例 え ば 竹 ， 藁 あ る い
は 木 材 質 か ら な る フ ァ イ バ ー 化 （ 繊 維 化 さ れ た ） 有 機 性 物 質 が 添 加 さ れ て い る の で ， 有 機
性 被 処 理 物 の 強 度 が 増 加 し て い る 。 し た が っ て ,脱 水 装 置 に お い て は ， 圧 搾 圧 力 を 高 め た
運 転 が 可 能 と な る の で ， 低 含 水 率 の 脱 水 ケ ー キ を 得 る こ と が で き る 。 ま た ， 例 え ば ， ベ ル
ト プ レ ス 型 脱 水 機 を 使 用 し た 場 合 に は ,繊 維 の 復 元 作 用 に よ り ， 板 状 の 脱 水 ケ ー キ は バ ラ
バ ラ と な っ て 表 面 積 が 大 き く な る の で 乾 燥 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 こ の と き ， 例 え
ば ,繊 維 の 長 さ が １ ｍ ｍ 程 度 で あ れ ば 復 元 力 を 有 す る が ， そ の 復 元 力 は 小 さ い た め 脱 水 ケ
ー キ を バ ラ バ ラ に す る に は 好 ま し く な い 。 ま た ， 繊 維 の 長 さ が ２ ｍ ｍ 以 上 の も の が ５ ０ ％
以 上 あ れ ば ， 脱 水 さ れ た ケ ー キ が バ ラ バ ラ に な る の で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
乾 燥 装 置 ５ ０ ０ は ， 脱 水 処 理 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 を 乾 燥 処 理 す る た め の 装 置 で あ り ， 既
知 の 乾 燥 装 置 を 使 用 す る こ と が で き る 。 乾 燥 装 置 に お い て ， 有 機 性 被 処 理 物 は ， ８ ５ ～ ９
０ Ｔ Ｓ ％ （ Ｔ ｏ ｔ ａ ｌ 　 Ｓ ｏ ｌ ｉ ｄ ％ ： 固 形 分 重 量 ％ ） 程 度 ま で ， 乾 燥 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お ， 上 記 脱 水 装 置 ４ ０ ０ 及 び 上 記 乾 燥 装 置 ５ ０ ０ と し て ， フ ィ ル タ ー プ レ ス 型 の 脱 水 乾
燥 装 置 ６ ０ ０ を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り ， フ ァ イ バ ー 化 し た 繊 維 が 添 加 さ
れ た 有 機 性 汚 泥 は 脱 水 後 の 含 水 率 が 低 減 さ れ ， 及 び 乾 燥 時 間 が 短 縮 さ れ ， 最 後 の フ ィ ル タ
プ レ ー ト の 解 枠 と 同 時 に 乾 燥 ケ ー キ が バ ラ バ ラ に ろ 布 か ら 剥 離 し て 容 易 に 落 下 さ せ る こ と
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た ， 本 実 施 形 態 に か か る 熱 分 解 装 置 ７ ０ ０ は ， 乾 燥 し た ケ ー キ を 熱 分 解 処 理 す る 装 置
で あ る 。 有 機 性 被 処 理 物 を 熱 分 解 処 理 す る こ と に よ り ガ ス 化 し た エ ネ ル ギ ー は ， 例 え ば 発
電 ， 熱 源 な ど と し て 有 効 利 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に ， 例 え ば ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー
ダ に よ り 高 圧 ， 高 温 下 で ， 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 は 容 易 に 腐 食 さ れ て い る の で ， 熱 分 解
処 理 に お い て 有 機 性 被 処 理 物 と 共 に 有 機 性 物 質 を 容 易 に ガ ス 化 す る こ と が で き る 。 こ の よ
う に 処 理 さ れ た ケ ー キ は ， 容 易 に 熱 分 解 す る こ と が で き る と 共 に ,エ ネ ル ギ ー の 利 用 効 率
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に ， 図 ２ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 に つ い て 説 明 す る
。 な お ， 図 ２ は ， 本 実 施 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 実 施 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 は ， 図 ２ に 示 す よ う に ,有 機 性 被 処 理 物 の
固 液 分 離 工 程 ， 有 機 性 物 質 の 繊 維 化 工 程 ,有 機 性 被 処 理 物 と 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 の 混
合 工 程 ， 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 の 脱 水 工 程 及 び 乾 燥 工 程 ，
熱 分 解 工 程 な ど か ら 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま ず ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ （ 固 液 分 離 工 程 ） で ， 有 機 性 被 処 理 物 （ 例 え ば ， １ ～ ２ Ｔ Ｓ ％
の 汚 泥 ） に 凝 集 剤 を 加 え 攪 拌 し て ， ろ 布 上 に 投 入 し て 例 え ば 重 力 脱 水 に よ り 凝 集 汚 泥 を 分
離 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ） 。 こ の と き ， 汚 泥 の 固 形 分 は ， 例 え ば ３ ～ ６ Ｔ Ｓ ％ 程 度 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
一 方 ,ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ （ 繊 維 化 工 程 ） で ， 藁 ， 竹 あ る い は 木 質 材 な ど の 有 機 性 物 質 は ，
例 え ば ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ ー を 使 用 し て ， 例 え ば ２ ｍ ｍ 以 上 の 長 さ に 繊 維 化 （ フ ァ
イ バ 化 ） さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 。 従 来 に お い て は ,
強 固 な 繊 維 で 構 成 さ れ て い る 竹 ， 藁 あ る い は 木 材 質 な ど の 有 機 性 物 質 は ， 腐 食 が 困 難 で あ
っ た た め ， 有 機 性 被 処 理 物 に 混 合 し て も 熱 分 解 処 理 が 困 難 で あ っ た 。 本 実 施 形 態 に お い て
は ， ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ に よ り 高 圧 ， 高 温 下 で 竹 ， 藁 あ る い は 木 材 質 な ど の 有 機 性
物 質 を 繊 維 化 す る た め ， 有 機 性 物 質 を 容 易 に 腐 食 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 い で ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ （ 混 合 工 程 ） で ， 上 記 凝 集 分 離 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 （ 例 え ば
， ３ ～ ６ Ｔ Ｓ ％ ） と ， 上 記 繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。
か か る 混 合 工 程 は ， 従 来 よ り 既 知 の 混 合 機 を 使 用 し て ， 所 定 時 間 の 混 合 が お こ な う こ と が
好 ま し い が ， 人 的 作 業 に よ り 手 作 業 で 混 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ の 後 ,ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ （ 脱 水 工 程 ） で ， 例 え ば ， ベ ル ト プ レ ス 型 脱 水 機 を 使 用 し て ，
繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 の 脱 水 処 理 が お こ な わ れ る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ６ ） 。 ベ ル ト プ レ ス 機 に お い て は ,
繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 を ろ 布 の 上 に 積 載 し ， さ ら に そ の 有
機 性 被 処 理 物 上 に ろ 布 を 重 ね て 圧 力 を 加 え る こ と に よ り 圧 搾 し て ， 有 機 性 被 処 理 物 が 脱 水
処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 実 施 形 態 に お い て は ， 有 機 性 被 処 理 物 （ 例 え ば ， 凝 集 汚 泥 ） に は ， 例 え ば 竹 ， 藁 あ る い
は 木 材 質 か ら な る フ ァ イ バ ー 化 （ 繊 維 化 さ れ た ） 有 機 性 物 質 が 添 加 さ れ て い る の で ， 有 機
性 被 処 理 物 の 強 度 が 増 加 し て お り ， 圧 搾 圧 力 を 高 め た 運 転 が 可 能 と な る 。 さ ら に ， 繊 維 自
体 が 水 を 通 し や す い 性 質 を 有 す る た め ， 低 含 水 率 （ 例 え ば ６ ５ ～ ７ ５ Ｔ Ｓ ％ ） の 脱 水 ケ ー
キ を 得 る こ と が で き る 。 ま た ， 例 え ば ベ ル ト プ レ ス 型 脱 水 機 を 使 用 し て 脱 水 処 理 し た 場 合
に は ,繊 維 の 復 元 作 用 に よ り ， 板 状 の 脱 水 ケ ー キ は バ ラ バ ラ と な っ て 表 面 積 が 大 き く な る
の で ， 破 砕 工 程 が 不 要 と な る 。 さ ら に ， 後 工 程 で あ る 乾 燥 処 理 工 程 に お い て ケ ー キ の 乾 燥
時 間 を 短 縮 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ （ 乾 燥 工 程 ） で ， 乾 燥 装 置 ５ ０ ０ に よ り ， 脱 水 処 理 さ れ た 有 機
性 被 処 理 物 を 乾 燥 処 理 す る 。 こ の と き ， 有 機 性 被 処 理 物 は ， ８ ５ ～ ９ ０ Ｔ Ｓ ％ 程 度 ま で ，
乾 燥 処 理 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は ， 従 来 と 比 較 し て ， 乾 燥 時 間 が 半 分 程 度 ま で ， 短
縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お ， 上 記 脱 水 工 程 及 び 乾 燥 工 程 は ， フ ィ ル タ ー プ レ ス 型 の 脱 水 ・ 乾 燥 装 置 を 使 用 す る こ
と に よ り お こ な う こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り ， フ ァ イ バ ー 化 し た 繊 維 が 添 加 さ れ た 有
機 性 汚 泥 は 脱 水 後 の 含 水 率 が 低 減 さ れ ， 及 び 乾 燥 時 間 が 短 縮 さ れ ， 最 後 の フ ィ ル タ プ レ ー
ト の 解 枠 と 同 時 に 乾 燥 ケ ー キ が バ ラ バ ラ に ろ 布 か ら 剥 離 し て 容 易 に 落 下 さ せ る こ と で き る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 最 後 に ， ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ （ 熱 分 解 工 程 ） で ， 熱 分 解 装 置 に よ り ， 乾 燥 し た ケ ー キ が 熱
分 解 さ れ て ， そ の ガ ス 化 し た エ ネ ル ギ ー が 例 え ば 発 電 ， 熱 源 な ど と し て 有 効 利 用 す る こ と
が で き る 。 さ ら に ， 例 え ば ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ に よ り 高 圧 ， 高 温 下 で ， 繊 維 化 さ れ
た 有 機 性 物 質 は 容 易 に 腐 食 さ れ る の で ， 熱 分 解 処 理 に お い て 容 易 に ガ ス 化 す る こ と が で き
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る 。 こ の よ う に 処 理 さ れ た ケ ー キ は ， 容 易 に 熱 分 解 す る こ と が で き る と 共 に ,エ ネ ル ギ ー
の 利 用 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は ， 有 機 物 被 処 理 物 に は フ ァ イ バ ー 化 （ 繊 維 化 ） さ れ た 有 機 性 物 質
が 添 加 さ れ て い る の で ， 有 機 性 被 処 理 物 の 強 度 を 増 す こ と が で き る 。 こ の こ と に よ り ， 有
機 性 被 処 理 物 の 脱 水 工 程 に お い て 圧 搾 圧 力 を 高 め た 運 転 が 可 能 と な る の で ， 低 含 水 率 の 脱
水 ケ ー キ を 容 易 に 得 る こ と が で き る 。 さ ら に ， 乾 燥 処 理 工 程 に お い て ， ケ ー キ の 乾 燥 時 間
を 短 縮 で き る 。 さ ら に ， 熱 分 解 処 理 工 程 に お い て ， 容 易 に 熱 分 解 す る こ と が で き る と 共 に
,エ ネ ル ギ ー の 利 用 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 次 に ,図 ３ 及 び 図 ４ に 基 づ い て ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法
に つ い て ， 説 明 す る 。 な お ， 図 ３ は ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方
法 で 使 用 さ れ る 装 置 設 備 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ４ は ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 有
機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 な お ， 本 実 施 形 態 に か か る 有 機 性
被 処 理 物 は ， 例 え ば ， 家 畜 の 糞 尿 な ど 有 機 性 被 処 理 物 で あ っ て ,藁 敷 物 な ど の 有 機 性 物 質
が 既 に 混 在 し て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 実 施 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 で 使 用 さ れ る 装 置 設 備 ２ ０ は ， 図 ３ に 示 す
よ う に ,有 機 性 物 質 を 繊 維 化 す る た め の 繊 維 化 装 置 ２ ０ ０ ,繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合
さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 を 脱 水 処 理 す る た め の 脱 水 装 置 ４ ０ ０ ， 脱 水 処 理 後 の 有 機 性 被 処 理
物 を 乾 燥 処 理 す る た め の 乾 燥 装 置 ５ ０ ０ ， 乾 燥 し た 有 機 性 被 処 理 物 を 熱 分 解 処 理 す る た め
の 熱 分 解 装 置 ７ ０ ０ な ど か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は ， 第 1の 実 施 の 形 態 と 異 な り ， 有 機 性 被 処 理 物 で あ る 糞 尿 は ， 例
え ば 下 水 の 汚 泥 と 比 較 し て ,水 分 が 少 な く ， か つ 藁 な ど の 有 機 性 物 質 が 既 に 混 在 し て い る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま ず ， 図 ３ に 示 す よ う に ， 本 実 施 形 態 に か か る 繊 維 化 装 置 ２ ０ ０ に は ,第 １ の 実 施 の 形 態
と 異 な り ， 藁 敷 物 な ど が 混 在 し た 有 機 性 被 処 理 物 が 投 入 さ れ る 。 こ の こ と に よ り ， 藁 敷 物
な ど の 有 機 性 物 質 が 例 え ば ２ ｍ ｍ 以 上 の 長 さ の 繊 維 状 に フ ァ イ バ ー 化 さ れ る と 共 に ， 藁 敷
物 な ど の 有 機 性 物 質 が 有 機 性 被 処 理 物 に 混 合 さ れ る 。 し た が っ て ， 第 １ の 実 施 の 形 態 と は
異 な り ， 固 液 分 離 装 置 及 び 混 合 装 置 は ， 不 要 と な る 。 な お ， 藁 敷 物 の 混 在 量 が 少 な い 場 合
に は ,ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ ー に 追 加 投 入 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お ， 脱 水 装 置 ４ ０ ０ 及 び 乾 燥 装 置 ５ ０ ０ （ あ る い は フ ィ ル タ プ レ ス ６ ０ ０ ） ， 熱 分 解
装 置 ７ ０ ０ の 構 成 に つ い て は ,第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 な の で ， そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は ， 水 分 の 含 有 量 が 少 な く ， か つ 藁 敷 物 な ど の 有 機 性 物 質 が 混 在 し
て い る 有 機 性 被 処 理 物 は ， 第 1の 実 施 の 形 態 よ り も 少 な い 処 理 装 置 で 処 理 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
次 に ， 図 ４ に 基 づ い て ， 本 実 施 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 に つ い て 説 明 す る
。 な お ， 図 ４ は ， 本 実 施 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 実 施 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 は ， 図 ４ に 示 す よ う に ,有 機 性 物 質 の 繊 維
化 工 程 ,繊 維 化 さ れ た 有 機 性 物 質 が 混 合 さ れ た 有 機 性 被 処 理 物 の 脱 水 工 程 及 び 乾 燥 工 程 ，
熱 分 解 工 程 な ど か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 ま ず ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ （ 繊 維 化 工 程 ） で ， 藁 敷 物 な ど が 混 在 し た 有 機 性 被 処 理 物 を 投
入 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ ） 。 こ の こ と に よ り 。 藁 敷 物 な ど の 有 機 性 物 質 が 例 え ば ２ ｍ ｍ
以 上 の 長 さ に 繊 維 化 さ れ る と 共 に ， 藁 敷 物 な ど の 有 機 性 物 質 が 有 機 性 被 処 理 物 に 混 合 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 降 ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ （ 脱 水 工 程 ） ～ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ （ 熱 分 解 工 程 ） に つ い て は ，
第 1の 形 態 と 同 様 な の で （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ～ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ ） ， そ の 説 明 は 省 略 す る
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は ， 水 分 の 含 有 量 が 少 な く ， か つ 藁 敷 物 な ど の 有 機 性 物 質 が 混 在 し
て い る 有 機 性 被 処 理 物 は ， 第 1の 実 施 の 形 態 よ り も 少 な い 処 理 工 程 で 処 理 す る こ と が で き
る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に 基 づ い て ， 有 機 性 被 処 理 物 を 脱 水 処 理 ， 乾 燥 処 理 及 び 熱 分 解 処
理 を 実 施 し た の で ， 従 来 例 と 比 較 し て 説 明 す る 。 な お ， 有 機 性 被 処 理 物 と し て ,下 水 の 汚
泥 を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま ず ， 有 機 性 汚 泥 （ １ Ｔ Ｓ ％ ） を 固 液 分 離 装 置 で 分 離 し た 。 一 方 ,藁 は ， 二 軸 式 の ス ク
リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ （ レ ー マ ン 社 製 ） に 投 入 し ,約 ２ ｍ ｍ の 長 さ の 繊 維 状 に し た 。 そ の
後 ,凝 集 分 離 さ れ た 有 機 性 汚 泥 （ １ ０ ０ リ ッ ト ル ） と 繊 維 状 の 藁 を （ １ Ｋ ｇ ） と を ， 混 合
装 置 に 投 入 し て ， ２ 分 間 混 合 し た 。 さ ら に ， 繊 維 状 の 藁 が 混 合 さ れ た 汚 泥 を ， １ ４ 本 の 圧
搾 ロ ー ル を 有 す る ベ ル ト プ レ ス 型 脱 水 機 で ， 脱 水 処 理 を 施 し た 。 さ ら に ， 脱 水 処 理 さ れ た
有 機 性 汚 泥 （ 脱 水 ケ ー キ ） を 乾 燥 機 に 投 入 し ， 水 分 が １ ０ ％ と な る ま で 乾 燥 処 理 を 施 し た
。 最 後 に ， 乾 燥 処 理 さ れ た 有 機 性 汚 泥 を 熱 分 解 装 置 に 投 入 し ， 熱 分 解 処 理 を 施 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 ,比 較 例 と し て ， 有 機 性 汚 泥 （ １ Ｔ Ｓ ％ ） を 固 液 分 離 装 置 で 分 離 し た 後 ,凝 集 汚 泥 を
， 上 記 と 同 様 の １ ４ 本 の 圧 搾 ロ ー ル を 有 す る ベ ル ト プ レ ス 型 脱 水 機 で ， 脱 水 処 理 を 施 し た
。 さ ら に ， 脱 水 処 理 さ れ た 有 機 性 汚 泥 （ 脱 水 ケ ー キ ） を 乾 燥 機 に 投 入 し ， 水 分 が １ ５ ％ と
な る ま で 乾 燥 処 理 を 施 し た 。 最 後 に ， 乾 燥 処 理 さ れ た 有 機 性 汚 泥 を 熱 分 解 装 置 に 投 入 し ，
熱 分 解 処 理 を 施 し た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 下 に ， 実 施 例 １ の 結 果 を 従 来 例 の 結 果 と 比 較 し て ， 以 下 に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 の よ う に ， 脱 水 処 理 工 程 に お い て は ， 脱 水 ケ ー キ の 水 分 含 有 率 が 従 来 と 比 較 し て ８
％ 程 度 低 減 さ れ た 。 ま た ， 乾 燥 処 理 工 程 に お い て は ， 乾 燥 時 間 が １ ／ ２ 以 上 に 短 縮 さ れ た
。 さ ら に ， 熱 分 解 工 程 に お い て は ,藁 繊 維 を 含 有 す る 汚 泥 は ,容 易 に ガ ス 化 さ れ る こ と が 観
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察 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発 明 は
係 る 例 に 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ
れ た 範 疇 内 に お い て ， 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ
ら に つ い て も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 例 え ば ， 上 記 実 施 形 態 に お い て は ， 有 機 性 被 処 理 物 に 混 合 す る 有 機 性 物 質 と し て ， 藁 ,
竹 ， 木 材 質 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が ， か か る 例 に は ,限 定 さ れ な い 。 例 え ば ， 繊 維 質 を 有
す る 有 機 性 物 質 で あ れ ば ,他 の 有 機 性 物 質 も 使 用 す る こ と も で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 は ， 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 に 適 用 可 能 で あ り ， 特 に ， 脱 水 処 理 ， 乾 燥 処 理 及
び 熱 分 解 処 理 し て エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 シ ス テ ム に お け る 有 機 性 被
処 理 物 の 処 理 方 法 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 第 1の 実 施 の 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 で 使 用 さ れ る 装 置 設 備 の 構
成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ３ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 で 使 用 さ れ る 装 置 設 備 の 構
成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に か か る 有 機 性 被 処 理 物 の 処 理 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ ０ ０ 　 固 液 分 離 装 置
　 ２ ０ ０ 　 繊 維 化 装 置 （ ス ク リ ュ ー エ ク ス ト ル ー ダ ー ）
　 ３ ０ ０ 　 混 合 装 置
　 ４ ０ ０ 　 脱 水 装 置
　 ５ ０ ０ 　 乾 燥 装 置
　 ６ ０ ０ 　 フ ィ ル タ プ レ ス
　 ７ ０ ０ 　 熱 分 解 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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